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相互利用を図っている。 

 

 

1-7 図書館及び図書・電子媒体等 

 

 Ａ群・図書、学術雑誌、視聴覚資料、その他教育研究上必要な資料の体系的整備とその量的整備の

適切性 

 Ａ群・図書館施設の規模、機器・備品の整備状況をその適切性、有効性 

 Ａ群・学生閲覧室の座席数、開館時間、図書館ネットワークの整備等、図書館利用者に対する利用

上の配慮の状況とその有効性、適切性 

 Ａ群・図書館の地域への開放の状況 

 Ｂ群・学術情報の処理・提供システムの整備状況、国内外の他大学との協力の状況 

 

 大学全体としての図書館のほかに、５号館５階に閲覧室を設置している。おもにマネジメント関連

図書約270冊、製本雑誌83冊（2006年５月現在）を備えて、学生の利便に供している。また、68タイト

ルの学術雑誌を定期購読している。この閲覧室は、隣室の合同研究室の学科嘱託職員２名が担当する

配置になっている。書庫への自由立ち入りは認めておらず、入退出のチェックシステム、貸し出し・

返却の処理も未整備である。このため、閲覧室で閲覧するのみで、貸し出し等は行っていない。早急

な対応策が望まれる。同時に、電子媒体による資料やデータベースについては2006年度より整備する

計画が進んでいる。 

 

 

1-8 社会貢献 

 

 Ｂ群・研究成果の社会への還元状況 

 

 本研究科は、専門職大学院としての使命を果たしていくためには、産業社会との連携が不可欠であ

る。本研究科は教育研究の成果を広く産業社会に還元し、その発展に寄与している。 

 ・GSIMフォーラムの開催。本研究科は、産業社会で活躍している組織のトップ・マネジメントを招

聘してのGSIMフォーラムを公開している。その講演内容はホームページに掲載され、全国の社会

人に公開している。 

 ・Global Lecture Databaseの公開。本研究科は、海外から招聘した客員教授の授業をデータベース化し、

Global Lecture Databaseとしてホームページに掲載し、世界の社会人に公開している。Global 

Lecture Databaseは、Kenneth E. Boulding教授（1910-1993）を始めとする世界の第一級の研究者が

本研究科で行った12回の講義内容をデータベース化して本研究科のホームページに掲載している。 

 ・「青山マネジメント・レビュー」の発刊。本研究科は教員の研究活動の成果を編集して「青山マネ

ジメント・レビュー」を発行している。「青山マネジメント・レビュー」はマネジメントに関する

専門知識の啓蒙に資することを目的として、全国有名書店で販売されている。年２回発行し、2004




